

























































































































































































































































































































































































































図４　  周文矩「重屏会棋図」 （中國美術全集編集委員會編『中國美術全集』繪畫編2 隋唐五代繪畫、人民美術出版社、
1984、図61）
図５　明人「十八学士図」 （『故宮文物月刊』356、國立故宮博物院、2012、p. 72） 













































　「jar」大明嘉靖年製銘、大英博物館蔵、museum number 1973, 0417. 1. a-b
　侯方域『四憶堂詩集』巻六、鸚鵡啄金杯。なお本文中の割注は取ることとする。訳は筆者。
　陳貞慧『秋園雜佩』鸚鵡啄金盃。訳は筆者。
　「闘彩花鳥高足盃」一対、高7.7、口径6.7、底径3.6（㎝）、台北故宮博物院蔵、所蔵番号 故瓷 003625N000000000
　吴若明、前掲註17を参照。
　姚琪『愛上青花瓷』水星文化、2017、p. 35
　中国硅酸盐学会編『中国陶瓷史』文物出版社、1982、p. 448
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富岡重憲コレクション 五彩人物図盤について―吉祥図案 四妃十六子をめぐって
　寸法の詳細　総高41.6、口径（外）11.3、最大径25.6、底径（外）17.7、蓋高さ8.4、蓋最大径18.2（単位は㎝、全て筆者
計測による）
　なお本体とは別に、蓋には男児が五人描かれており、中央の男児が兜を掲げるところから、五子奪魁の様子が描かれて
いる。前述の五彩人物図盤同様、四妃十六子と五子奪魁は結びつけられることが多いものの、本体と蓋が当初から一揃
いであったかは疑問が残る。特に蓋に描かれた男児の着衣形式は胴部の男児と大きく異なる。また、蓋部で兜を掲げる
男児の上衣に用いられた黄緑色の釉薬は、本体には用いられていない。さらに、蓋部上方に描かれた如意頭文も、本体
頸部の如意頭文と比較すると、意匠が大きく異なる。そのため、本体と蓋が別人の手によって描かれたことはまず間違
いない。それを同一工房の別人の手と取るか、両者に時代差があると取るかについてはより慎重な検討が必要であろ
う。そのため、本論では蓋部の描写に対する言及は控え、本体の四妃十六子図についてのみ取り上げることとする。
　例えば清代につくられた四川版画の「蟾宫折桂」図（王树村編著『中国民间年画史图录』上、上海人民美术出版、
1991、図83参照）では、劉海蟾が描かれており、背中に担いだ瓢箪に桂の枝が差してある。
　長谷川祥子「五彩四妃十六子図壺」解説を参照（『静嘉堂蔵　清朝陶磁　景徳鎮官窯の美』静嘉堂文庫美術館、2006、
p. 137）
　長谷川祥子、前掲註32を参照。
　総高は41㎝で、胴部と蓋に四妃十六子図が描かれている。
　小林太市郎『東洋陶磁鑑賞録』中国編、便利堂、1950
付記
本稿は、筆者の卒業論文（2017年度提出）を基に加筆・修正を加えたものである。本稿で扱った會津八一記念博物館「五
彩人物図盤」の熟覧調査に際しては、同博物館の主任研究員下野玲子氏に御指導、御協力をいただいた。また、静嘉堂文庫
美術館「五彩四妃十六子図壺」の熟覧調査については、静嘉堂文庫美術館主任学芸員長谷川祥子氏に格別の御高配と御助言
を賜った。なお、熟覧調査および本論文の執筆にあたっては、肥田路美先生、川瀬由照先生から懇切な御指導をいただい
た。ここに記して厚く御礼申し上げます。
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